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あらまし：中国の清華大学とアメリカのワシントン大学及びマイクロソフトが，国を跨いだ産学連携で大

学院を設立した。学びながらプロジェクト研究を進める統合的な教育環境は，新しい取組であり，世界で

グローバル化が進む中，革新的な人材育成は世界各国で重要な課題である。本稿では，清華大学の取組に

ついて，先行研究及び現地調査の結果を報告する。 
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1. はじめに 
科学技術の急速な発展とともに，人類社会はグロ

ーバル化の時代に足を踏み入れた。グローバル人材

の育成は，世界の高等教育機関の目標であり，新時

代に向けた高等教育の改革が盛んになっている。 
本稿では，清華大学，ワシントン大学，マイクロ

ソフトが 2015 年に設立した GIX（全球創新学院／

The Global Innovation eXchange；以降 GIX 学院）を

調査対象とし，設立の動機と現状の学習環境を調査

し，海外の新たな取組の事例として報告する。 
 
2. 背景 

 中国では 2000 年には既に大規模なインキュベーシ

ョンセンターが北京市郊外に建設・開放されており，

税金優遇制度もあり，国内外の多くのスタートアッ

プ企業が賃貸契約していた。北京大学等も格安でオ

フィスの貸し出しを始めており，起業支援を 20 年以

上実施している。今回は GIX 学院を設立して 8 年が

経つ清華大学を 2023 年 11 月に調査訪問した。 
GIX 学院設立の発端は，2012 年にマイクロソフト

のブラッド・スミス社長とワシントン大学のトップ

の「これからの教育には，異なる文化圏の人々を集

めてグローバルな問題を解決する必要がある」とい

う考えに基づいている。その後，スミス氏の清華大

学訪問を機に，話が具体化し，GIX 学院設立には，

マイクロソフトが，4000 万ドルの資金提供，ワシン

トン大学は研究空間と施設設備を提供，清華大学は

知的資源を提供した。設立の主な目標として，高等

教育のグローバル化，大学院教育の改革と革新，プ

ロジェクト研究と一体化した総合的な学習環境の構

築があげられる（１）。 
 

3. GIX 学院の教育 
GIX 学院では，21 か月間のプログラムとなって

おり，清華大学の Masters of Science in Engineering 
（Data Science and Information Technology）とワシン

トン大学の Master of Science in Technology Innovation
のデュアル・ディグリー修士号の取得を目指してい

る。文系出身の学生でも基本的には入学でき，文系

学生向けに基礎知識として，基礎数学，基礎プログ

ラミングと言った授業を行っており，微分積分や線

形代数と言った内容の授業は行っていない。理系の

技術を応用した商品や現場の状況については，文系

学生にも理解できる形で説明をしている。 

3.1 Cross-learning と Project Based Learning 

資金提供をしたマイクロソフトは，開講前の企画

段階では，カリキュラム内容等に対して意見を出し

ており，GIX学院の特色として，学生に対して，Cross-
learning による Project Based Learning を実施し，異な

る分野・専門の学生を一つのグループとして，3 か

月ごとにプロジェクト課題を実施することを提案し，

その方向で開始した。この方法は，異なるバックグ

ラウンドの学生間でブレインストームをすることで，

革新的なアイデアが生まれる可能性を秘めている。 
しかし，開講後は，他の企業からの新たなトピッ

クも提供され，学生は他にもすべき事が多くあり，

実際開講後に 3 か月ごとに実施というペースは崩れ

てきており，プロジェクトへの学生の参加度合いや

貢献度にも差が生じてきている。 
GIX 学院の Cross-learning は，製造・物流に焦点を

あてたプログラムで，学生の創造的思考と総合力を

育成することに重点を置いており，デザイン思考，

システム思考，計算思考，自己学習能力，問題発見

と定義能力，人間関係能力，チームワーク能力，手

作り能力などを育成することで，グローバルな視野

と創造力を持った技術リーダー育成を目的としてい

る。このプログラムは，Cross-learning がイノベーシ

ョンの原動力であると考えており，カリキュラム，

教授陣，イノベーションプロジェクト実践，多様な

背景などが交差する仕組を持っており，学科を横断

したカリキュラムを採用している。専門科目は，学

生の専門分野に応じて，指導教員と学生が実際の状
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況に応じて決定し，世界トップクラスのクリエイタ

ーのワークショップと組み合わせて，「創造-革新-創
造」の授業プロセスを実現し，表 1 のとおり，多数

の要素と組み合わせて，社会的問題を解決するため

のイノベーション製品の作成に取り組んでいる。 
著名な教授陣の指導を受けながら，GOOGLE，

Baidu などの有名な国際企業からもメンター支援を

受けている。技術研究能力と市場向けの製品定義能

力の両方を備え，交差性のある先端知識の理解と深

い研究能力を促進している。学生を中心にしたチー

ムを基盤とし，社会の実際のニーズに焦点を当てた

イノベーションプロジェクトを通じて，学生の自主

学習能力，創造的思考能力，チームワーク能力など

を育成する実践モデルを採用している（1）（3）。 

 

表 1 GIX 学院のカリキュラム（1） 

 
筆者が授業を見学した際，教室には果物や飲料水

が豊富にあり，学生は自由に食し，基本的にノート

パソコンかスマホを触り，一見内職をしているよう

な状況であった。途中教授が質問はあるかと尋ねる

と，それまでスマホを触っていた学生が直ぐ挙手を

し，積極的に質問を繰り返していた。授業の内容か

ら，自分の興味のある分野への情報収集をし，更に

その質問を授業中にし終えている状態であった。 
清華大学では，一部の授業以外は，基本授業で出

席は取っていない。授業見学をした際，約 20 名のク

ラスで，1 名遅刻，1 名病欠という状況で，学生側の

意見として，教授の講義を聴きたいと思って積極的

に出席しており，一方の教授側は「教員が授業で話

す内容は，教員自身が学んだ過去の知識で，その時

点で既に古い。学生は，授業に来る必要はない。社

会が学位を求めるから，学位は取って卒業するべき

だが，授業に来る暇があれば，知識や技術を取りに，

自分から外の世界に取りに行き，自ら学ぶべきだ。」

という考えであった。 

3.2 ビジネスコンテストと人間関係構築 

清華大学では，古くから教育部と連携し，ビジネ

スコンテストを開催している。その一つとして「チ

ャレンジカップ（挑戦杯）」があり，学生自身が好き

なプロジェクトに取り組める（2）。参加については，

授業の出席と同じく学生の自主性に任せている。当

日学生はプレゼンテーションをし，招待された卒業

生・同窓生が講評・審査を行う。発表者と審査側の

双方の想いが合致すれば，連絡を取り合い，実現の

可能性を高めることとなる。人前に出ることが苦手

な学生や，社交的で表現をすることが好きな学生が，

その場で出会い，協力体制を構築できる。大学側は，

大学・学生・企業が参画できる環境を提供している。 

3.3 起業支援 

清華大学は経済管理学院などを含め，アントレプ

レナーシップ教育に早くから取り組んでいる（2）。大

学側の考えとして，学生が大学に支援を求めた際は，

その相談内容に合致した支援を行うが，積極的に起

業を勧めるものではなく，起業で成功する人は，学

生の段階で自ら欲しい情報・人材・資金の調達に動

き始め，手に入れている。ただ，他の大学より優位

な点として，同窓会の存在が強く，頼れば欲しい情

報が手に入る状態であると述べた。 
GIX 学院が設立されて 8 年が経ち，起業者数は 4-

5 名だが，現在も継続経営しているか，企業に転職

しているか，就職した学生が起業しているかは，大

学として追跡調査を実施していない。大学は，あく

までも教育・研究機関であり，創業起業ができるだ

けのアイデアを生み出せる環境を提供している。 
 

4. おわりに 
筆者自身もアントレプレナーシップ教育に携わる

中で，学生本人の専門分野の「学習及び研究」と起

業に関わる「知識習得及びビジネス実践」の比重に

悩むことがあったが，清華大学でも学生の専門分野

の修得とプロジェクト参加の貢献度などで，学生間

のばらつきが生じ，課題があることが分かった。今

後も国内外の情報収取をし，国内教育に役立てたい。 
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本稿の調査実施にあたり，清華大学 GIX 学院から

招聘状をいただき，劉学院長，袁先生，党先生をは

じめ，多くの先生方にご協力いただいた。ここに深

謝の意を表します。本稿調査における中国国内費用

は，清華大学負担，日本国内費用は，2023 年度科学

研究費助成事業の奨励研究費（課題番号 3H05151）
を使用した。 
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